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～自然を愛する心情を育てる～

10年ぶりに学習指導要領が改訂されました。学習指導要領とは、どのような教科や

活動をどの学年で、どのように教育するかについて国の立場から示している教育計画

です。その中の小学校理科目標の一節に「自然を愛する心情を育てる」があります。

私が子どもだった３●年前の頃に比べると暮らしはどんどん便利になっています。し

かし、その反面、今の子どもたちは、自然にふれ合う機会が少なくなっているのでは

ないでしょうか。

センターでは、先月より市内小学校４年生を対象に

自然体験学習が始まりました。水辺の生きもの観察や

ザリガニつり、バードウオッチング、昆虫観察、植物

観察など初めて体験する子どもたちもたくさんいまし

た。自然体験学習は、学習内容の理解を深めるだけで

はなく自然とのふれあいを通して、自然のすばらしさ

や生命を尊重する態度を育てるものでもあります。大人になってもこの体験を忘れず

に自然に親しむ心情を大切にしてもらいたいなあと願っています。(T)

ザリガニつり

水辺の昆虫 トンボ

夏休みに、センターの観察池で出会える昆虫

といえばトンボです。夏休み期間中でも、10種

類くらいのトンボが見られます。

池で見られるトンボで、一番大きく格好いい

のはギンヤンマ。オスはなわばりを持ち、敵が

来ないか一日中パトロールをします。蝶のよう

に美しい翅を持つのはチョウトンボ。赤トンボ
はね

(アキアカネ)より、もっと真っ赤なのはショウジョウトンボ。オスの腰が真

っ白で、腰が空いた(あいた)ように見えることから名づけられたのはコシア

キトンボ。他にはどんなトンボが見られるでしょう。種類が多く、姿も変化

に富んだトンボは、観察していて飽きない昆虫です。夏休みに親子でトンボ

ウォッチングなんていかがでしょうか。(N)



（７月・９月の講座）
７／２６（日) 自然観察会 ※雨天実施

「昆虫ウオッチング・夏」 対象：一般・親子 40名

いよいよ夏本番。チョウやショウリョウバッタ、カマキリがみんなをまっています。

彩湖のまわりで昆虫の観察会をします

時 間：１０：００～１２：００

持ち物：虫取りあみ、容器(貸し出し可) 参加費：100円(保険代)

９／１３（日) 自然観察会 ※雨天実施

「昆虫ウオッチング・秋」 対象：一般・親子 40名

バッタやカマキリは、夏のころとくらべると大きくなっているでしょうか？秋の昆虫

の様子を見に来ませんか。

時 間：１０：００～１２：００

持ち物：虫取りあみ、容器(貸し出し可) 参加費：100円(保険代)

○申込方法：彩湖自然学習センターへ電話申込みか直接ご来館ください。(3階事務室)
なお、申込みは、講座の１か月前から受け付けています。

多数の参加をお待ちしています！！

センターの
ホームページ

を見てね！
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E-mail:kyo-saiko@city.toda.saitama.jp

夏休み理科自由研究相談会について

戸田市では、毎年９月に市内科学展が行われます。科学展めざして、夏休みに理

科自由研究をしてみませんか？とくに彩湖自然学習センターでは、自然・生きもの

に関する研究についてアドバイスをします。

時 間：１０：００～１６：００(講座のある日は、午後のみ）

持ち物：筆記用具、資料など

場 所：３階事務室 参加費：無料

《研究のまとめ方（例）》

◆用紙：たて２ｍ×横１ｍ以内になるよう模造紙を貼り合わせます。このサイズの

用紙を３枚用意します。

◆題名：みんなが読みたくなるような題名(タイトル)を工夫しましょう。

◆項目：①研究の動機 ②研究の目的 ③実験(または観察) ④結果と考察

⑤研究のまとめ ※写真やデーターは、たくさんある方がいいです。

○理科自由研究についてもっとくわしく知りたい人、または、どんな研究をしたら

いいか相談したい人はぜひ彩湖自然学習センターへ来て下さい。（なお、相談日

については電話予約をお願いします。）




